
甲
第
珊

ロ

（
大
阪
市
）
で
２
万
人
余
、
全

巧
証
魎
国
で
８
万
人
余
が
亡
く
な
っ
た

》
鍛
》
一
一
》
一
》
地
震
②
と
純
帥
縣
肥
鳩
町
の
法
隆
寺
で

日墾
の
騨
鱈
）
（
鼈
罵
柵
て
篝
訓
惑
謬
語
の
鱸
鍔
灘
簿

剛
一
か
に
大
山
の
よ
う
な
潮
が
来
た
め
誇
張
も
多
い
が
、
高
知
大
阪
市
）
近
く
の
「
安
居
殿
（
や

坪
て
、
１
７
０
０
余
の
家
々
が
こ
の
松
岡
裕
美
准
教
授
（
地
質
学
）
す
い
ど
の
）
」
付
近
ま
で
津
波

年
と
ご
と
く
引
き
潮
に
さ
ら
わ
れ
は
「
津
波
堆
積
物
か
ら
み
て
、
が
来
た
と
い
う
。
安
居
殿
は
、

旧
一
た
。
人
も
牛
馬
も
何
一
つ
残
ら
正
平
地
震
で
は
実
際
に
宝
永
地
１
６
１
５
年
の
大
坂
夏
の
陣
で

|舅星 曵 受

一
議
蕊
謹
震
源
域
広
く
被
害
甚
大

閨
平
蝸
年
（
北
朝
で
は
康
安
元
年
）

６
月
」
の
こ
と
だ
。
震
（
１
７
０
７
年
）
級
の
津
波
真
田
幸
村
最
期
の
地
と
伝
わ
る
査
で
も
、
和
歌
山
県
串
本
町
の

一
徳
島
県
南
東
部
に
位
置
す
る
が
四
国
や
九
州
東
岸
に
到
達
し
安
居
神
社
の
辺
り
と
み
ら
れ
橋
杭
岩
周
辺
に
残
る
津
波
石

一
由
岐
は
太
平
洋
に
面
し
た
リ
ア
た
可
能
性
が
高
い
。
当
時
の
由
る
。
（
津
波
で
運
ば
れ
た
石
）
の
年

斤
ス
握
岸
で
、
波
浪
時
の
避
難
場
岐
も
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
高
知
大
は
静
岡
県
か
ら
九
州
代
が
狸
～
皿
世
紀
、
画
～
岨
世

奈
所
に
も
な
る
天
然
の
良
港
。
咽
で
し
ょ
う
」
と
話
す
。
の
釦
以
上
の
池
を
ボ
ー
リ
ン
グ
紀
に
集
中
す
る
一
達
が
判
明
し

世
紀
の
「
平
家
物
語
」
に
も
「
雪
宝
永
地
震
は
南
海
ト
ラ
フ
全
調
査
し
、
龍
神
池
（
大
分
県
佐
て
い
る
ｂ
ｉ

《
の
浦
」
と
し
て
登
場
し
、
太
平
域
が
動
い
た
連
動
型
地
震
で
、
伯
市
）
で
正
平
地
震
と
み
ら
れ
大
津
波
に
襲
わ
れ
た
阿
波
や

〆
・
こ
洋
ル
ー
ト
の
物
資
集
積
地
と
し
巨
大
津
波
が
発
生
。
大
坂
市
中
る
津
波
堆
積
物
を
確
認
。
蟹
ケ
土
佐
《
二
周
知
県
）
に
当
時
の
文

一
一
『
ロ
ロ
ロ
ロ
ヮ
ｑ
ｐ
‐
Ｊ
凸
Ⅱ
〃
‐
０
．
’
■
ｊ
‐

Ｏ
な
か
っ
た
１
．

２
皿
世
紀
に
成
立
し
た
と
さ
れ

一
る
「
太
平
記
」
は
、
１
８
６
１

Ｎ
山
風

昼誠海

巳
１
ゾ

ｍ
一

慰
鴇
編
ゞ
”

Ｐ

一
一

年
一

瓦
寺腿

一

Ｊ

9

記 -- -訂 ■■ 一

磐
謹
議
鯵
鴎
講
諦
鮮
艤
一

か
正
平
地
震
の
可
能
性
が
あ
る
者
を
供
養
し
た
と
伝
わ
る
石
碑

蕊
識
簿
瀞
（
霧
恥
確
騨
一
一

「
龍
神
池
で
津
波
堆
積
物
の
が
あ
る
。

き
さ
を
比
べ
る
と
、
正
平
地
震
年
号
や
約
和
人
の
名
前
が
あ
つ

の
津
波
は
宝
永
地
震
と
同
じ
く
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
人
々

ら
い
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
が
蝸
年
前
の
犠
牲
者
を
弔
い
、

大
分
県
で
津
波
が
大
き
い
こ
と
自
分
た
ち
の
後
生
を
願
っ
て
建

か
ら
、
震
源
域
が
南
海
ト
ラ
フ
立
し
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

の
西
側
ま
で
広
が
っ
て
い
た
の
ま
た
江
戸
時
代
末
期
の
土
佐

で
は
な
い
か
」
と
松
岡
准
教
授
。
藩
の
歴
史
書
に
よ
る
と
、
高
知

産
業
技
術
総
合
研
究
所
の
調
空
港
（
高
知
県
南
国
市
）
近
く
一

に
あ
っ
た
正
興
寺
で
「
康
安
元
一

盟
口
年
六
月
、
大
塩
（
大
潮
）
で
文
一

甚
大
ゞ
な
ど
が
流
臺
と
い
う
：

・
一
帯
は
、
宝
永
地
震
で
も
大

査
で
も
、
和
歌
山
県
串
本
町
の
津
波
で
被
害
を
受
け
た
。
こ
の
一

橋
杭
岩
周
辺
に
残
る
津
波
石
ク
ラ
ス
の
津
波
は
、
ど
の
く
ら

（
津
波
で
運
ば
れ
た
石
）
の
年
い
の
頻
度
で
起
き
る
の
だ
ろ

代
が
狸
～
皿
世
紀
、
画
～
蝸
世
う
。

紀
に
集
中
す
る
こ
と
が
判
明
し
高
知
大
は
こ
れ
ま
で
に
、
龍

て
い
る
ｂ
ｊ
神
池
で
過
去
約
８
５
０
０
年
間

大
津
波
に
襲
わ
れ
た
阿
波
や
に
正
平
地
震
や
宝
永
地
震
を
含

土
佐
害
周
知
県
）
に
当
時
の
文
め
て
少
な
く
と
も
８
回
、
大
津

波
が
到
達
し
た
こ
と
を
示
す
砂

．
》
一
言
郁
層
を
確
認
し
た
。

一
．
。
↑
鮒
波
高
知
大
の
岡
村
真
特
任
教
授
一

一
ゞ
｝
一
岫
罐
》
珊
順
贈
鴫
撚
膵
鶉
珊

．
．
黙
徳
餉
平
地
震
も
、
宝
永
地
震
の
よ
う
一

霧
難
礎


